
    

「「「「

有

明

海

有

明

海

有

明

海

有

明

海

のののの

思思思思

ひひひひ

出出出出

」」」」

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

伊

東

静

雄

伊

東

静

雄

伊

東

静

雄

伊

東

静

雄

    
    

 

諫

早

市

で

生

ま

れ

た

伊

東

静

雄

は

京

都

大

学

で

本

県

出

身

の

潁

原

退

蔵

に

師

事

し

、

大

阪

市

住

吉

中

学

校

教

師

の

時

、

第

一

詩

集

『

わ

が

ひ

と

に

与

ふ

る

哀

歌

』

を

発

表

し

た

。 

「

有

明

海

の

思

ひ

出

」

「

帰

郷

者

」

「

な

れ

と

わ

れ

」

な

ど

、

郷

里

へ

の

嫌

悪

と

憧

憬

が

底

辺

に

流

れ

て

い

る

と

言

え

よ

う

。 

諫

早

市

の

諫

早

公

園

に

あ

る

「

伊

東

静

雄

詩

碑

」

に

は

、

『

反

響

』

所

収

の

詩

「

そ

ん

な

に

凝

視

み

つ

め

る

な

」

か

ら

次

の

言

葉

を

抜

粋

し

て

あ

る

。 

 
 

手

に

ふ

る

る

野

花

は

 

そ

れ

を

摘

み 

花

と

み

づ

か

ら

を

 

さ

ゝ

へ

つ

つ

 

歩

み

を

は

こ

べ 

菜

の

花

の

似

合

う

町

に

生

ま

れ

、

死

後

、

永

遠

の

帰

郷

を

果

た

し

た

詩

人

伊

東

静

雄

は

、

文

林

院

静

光

詩

仙

居

士

と

な

っ

て

生

家

近

く

の

廣

福

寺

の

墓

地

に

眠

っ

て

い

る

。

毎

年

三

月

に

こ

の

碑

の

前

で

「

菜

の

花

忌

」

が

営

ま

れ

て

い

る

が

、

同

日

、

伊

東

静

雄

賞

の

贈

呈

式

も

行

わ

れ

る

。 


